
















要約：小児の心身症・心理的疾患へ対応している 17 施設における初診時年齢 15 歳以下の

心身症患児 229 人を対象として、小児心身症の背景因子に関する検討を行った。幼児期に

関連する要因としては、身体症状を主とする心身症群で、集団への不適応状況(登園渋り)

が 20～30%認められたのが注目された。発症時点での背景要因は、患児自身の行動特徴・

家庭に関する要因・学校に関する要因の 3つが大きなものであった。行動特徴としては、

対人緊張、神経質、過剰適応、敏感、融通性欠如などが主なものであった。家庭要因とし

ては、両親の不仲、親の一方的な養育態度が重要と思われた。学校要因では、一方的な友

人関係の問題が約 70%(いじめとそれ以外の友人関係の問題が各々半々)を占め、教師との

関係・部活動の問題が、それぞれ 20%前後を占めていた。特に、教師との関係の問題は、

背景因子としてよりも、増強因子としての影響力が強いことが推測され、今後の対応上注

意すべき点と思われた。


